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この間に、平成 17 年に専任のアートマネジメント担当教員の着任、平成 21 年にセンター施設の整
備と、地域文化学科芸術文化コースの新設に伴う、1 学年 4 名の学部生の受け入れがあった。地域
学部地域学研究会を中心とした「地域学」研究、教育研究が進められる中、地域学部附属としての
芸術文化センターのあり方が問われる時期でもある。設立当時 6 名で出発したセンターは、平成 23
年 4 月現在では、専任教員 7 名に加え、9 名の大学院研究科生と 10 名の学部学生の、計 26 名が教
育と研究を追求する場となった。 
平成 19 年度に、平成 16 年度から 18 年度の 3 カ年における芸術文化センターの事業報告及び、
その成果と課題を検証したが、平成 22 年度末に、その後の平成 19 年度から平成 22 年度の 4 年間
の事業報告書を作成した。本稿では、この「鳥取大学地域学部附属芸術文化センター事業報告 平





１．平成 16 年度から 18 年度までのセンター事業の成果と課題 

















① 地域文化団体等との協働・・オペラ協会、アーツデザインとっとり、鳥取県、日南町、        
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 ・豊富な資料と親切な専属職員のアートライブラリーを学生や地域住民に開放 
 
 今年度(平成 23 年度)はまさに、平成 18 年度から 5 年目にあたる。芸術文化センターがこのとき 
のイメージとどのように合致し、何が未だ至っていないか、成果はどのように受け継がれ、課題は 
どう解決されたのであろうか。そして、さらに 5 年後はどのような芸術文化センターが、イメージ 
できるのであろうか。平成 19 年度からから 22 年度の事業報告を見直し、具体的なデータで、その 
ことへの手がかりを得たい。 
 
２．平成 19年度から 22年度の鳥取大学地域学部附属芸術文化センター事業 
平成 19 年度から 4 年間の芸術文化センター事業報告に載せられた事業と実施日、会場は表 1-1
から表 1-4 のようであった（芸術文化センターが関わらない教員個人の研究・出品・コンサート等
は載せていない）。平成 19 年度２１、20 年度２１、21 年度２８、22 年度３２の事業が年間を通し
て行われた。これらの事業の中には、毎回異なる内容が数回にわたって開催された事業や、数ヶ月
にわたって行われたものもあった。 
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2-1 事業内容と事業数 





業数である。比較のために平成 16 年度から 18 年度の 3 年間の数字も加えたものを表示する。講演
と上演の括弧内の数字は、外部講師や出演者によるものである。また、上演やワークショップ（WS.）
では 2 回以上公演したり、実施したものもあり、回数として表示した。 
   
表 2-1 事業形態と事業数（平成 16 年度～22 年度）      
年
度 





WS（外部） 回数 その他 
16 2(2) 7(1) 8 1 1   3 3 1 
17 6(6) 10(2) 11 0 1 2 6(2) 11 2 
18 7(7) 15(8) 16 3 2 1 10(7) 11 0 
                
19 9（９） 12（４） 14 0 2 1 5(2) 18 1 
20 6（６） 9（１） 15 2 4 1 8(3) 18 1 
21 16（９） 16（３） 28 1 6 2 7(3) 18 1 
22 7（５） 19（2） 27 2 8 1 12(4) 32 4 
 
以上のように、まず、講演、上演、展示、制作・創作、調査・研究、ワークショップ、その他と
前回平成 16 年度から 18 年度の報告同様、多彩な形態の事業が行われた。 
事業数では、上演とワークショップ、制作・創作が増えていた。講演、展示、調査・研究は前回




講演は平成 21 年度は多かったが、それ以外の年度は事業数に大きな変化はなかった。 
 平成 19 年度の講演は、9 事業あった。これらの講演は 3 つのシリーズとして行われた。それらは、
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平成 21 年度の講演はアートフォーラムの 4 事業、地域の特定非営利法人との共催による 3 事業、










上演の数、公演数は、特に 21 年度と 22 年度に多くなった。2 回公演以上の上演は、平成 19 年


















平成 16 年度から 18 年度の報告では、年間の事業計画によって、日程の調整の必要性が挙げられ
ていた。平成 19 年度から 22 年度の事業をその実施月毎の数を上げてみたのが表 2-2 である。これ
を折れ線グラフにしてみると、図 2-１のように、5 月、6 月、1 月そして 9 月に 4 カ年に共通して事
業数が少ない。後の月は年度によって様々で、平成 19 年度は 10、11、12 月、20 年度は 8、10 月が
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表 2-2 月毎の事業実施数  
  19 年度 20 年度 21 年度 22 年度
4 月 1 2 2 4
5 月 0 0 3 0
6 月 0 1 1 1
7 月 2 1 3 4
8 月 1 4 1 2
9 月 1 1 1 1
10 月 4 4 2 2
11 月 4 2 1 5
12 月 4 2 8 3
1 月 0 2 1 0
2 月 1 1 1 2
3 月 2 2 2 4
数ヶ月 0 2 3 3
 
 




ー自身の課題でもある。平成 19 年度から 22 年度の事業が実施された地域を取り出すと、表 2-3 の 
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表 2-3 事業実施の地域    
年度 東部 鳥取大学 
  総数 アートプラザ その他 
中部 西部 
19 21 9 1 0 1
20 21 2 1 2 2
21 36 11 2 1 2
22 39 10 3 5 4
 
鳥取県中部、西部での実施も増えてきているものの、まだ、東部に大きく偏っている。東部での
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2-4 財源 
平成 16 年度から 18 年度の 3年間の事業報告の課題として、安定した財源の確保と柔軟な執行体





























19 16 3 9 5 0 5 1 1 1 2 
20 13 5 7 2 0 6 0 3 2 1 
21 20 3 9 3 4 11 1 6 3 1 







後援した事業主体は表 2-6 のようであった。 


















学校 企業 病院 
19 4 5 2 1   0 1 0 0 0 
20 1 3 4 1 1 1 0 0 1 
21 2 2 7 0 0 4 0 2 0 
22 4 4 4 0 5 0 2 2 0 
 
 表 2-5 事業主体 
年度 主催  共催 後援 協力 
19 16    3 0   0 
20 17 3 0 2 
21 18 10 1 1 
22 21 9 2 5 
佐分利育代・五島朋子・平井覚・西岡千秋・新倉健・石谷孝二・高阪一治
鳥取大学地域学部附属芸術文化センター事業の成果と課題




 平成 19 年度：2,450 人、20 年度：2,636 人、21 年度：5,250 人、22 年度：7,492 人 









は、様々な個性の出演者によるダンス上演 2、ワークショップ 2、病院の患者や障害者への上演 2、
育成型 4 になった。21 年度は、様々な個性の出演者 2、ワークショップ 1、患者、障がい者への上
演 3、育成型が 5 と増えた。22 年度では様々な個性の出演者によるダンス上演が 3、様々な個性の
参加者を対象としたワークショップ 3、患者、障がい者への上演 3、育成 4 であった。
 









19 1 2 1 4
20 2 2 2 4
21 2 1 3 5







事業に複数の教員が関わっているものは、平成 19 年では 5事業、20 年度 5、21 年度 10、22 年度
12 のように増えている。21 年度、22 年度では、事業の 3 分の 1 が複数の教員が関わっているもの
であった。 
4 年間連続で、全員が関わっているのは、芸術文化の夕べで、県や市の芸術文化関係者との連絡

























































































































































































































16 〇 〇 （〇）
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平成 20 年までの学部生の参加は、地域文化学科及び、他学科、他学部の生徒であった。これが、
芸術文化コースの学生を受け入れた 21 年度では 28 事業中 5 事業への出演を含め 14 事業、22 年度
では 32 事業中 8事業への出演を含め 20 事業に学部生が関わった。 





1 期生が 2年生になった 22 年度には、スタッフとしての参加以外に、教員とともに調査に携わっ












３．平成 19 年度から 22 年度芸術文化センター事業報告書に見られる成果と課題 
前回の報告書（平成 16 年度から 18 年度）に挙げられた事業数は、平成 16 年度 12、17 年度 25、
18 年度 29 であった。17 年度と 18 年度は、地域の文化活動者による任意団体「アーツデザインとっ
とり」と連携、鳥取県、（財）地域創造の助成による「鳥取パフォーミングアーツ（通称 TOPA）」
の一環として実施した事業が 17 年度 6、18 年度 7 事業あり、国内外の優れた舞台芸術の招聘及び連
続講座、アーティストインレジデンスなどが行われた。今回の報告書では、多くの事業を開催する
ような連携はなかったが、平成 19 年度 21、20 年度 21、21 年度 28、22 年度 32 で、20 年度までと
21 年度からの事業数では、約 1,5 倍と増加し、18 年度や 19 年度の事業数を超えて実施された。
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〇財源では大学以外の財源の数が増えており、平成 22 年度は、大学の予算を財源とする事業と、
国や県、企業等からの財源とする事業数がほぼ同じになった。 
〇平成 19、20 年度のほとんどの事業が主催事業であったのに比べて、平成 21、22 年度では共催
が多くなり、協力や後援も 22 年では増えている。増えている相手先は、文化施設や学校、企業
である。 
〇平成 22 年度は 19 年度の約 3 倍の人が、講演や上演、展示、ワークショップに、出演、観客な
どの形で参加した。事業数 1,5 倍に比べると、参加者の増加は大きい。 
〇事業に複数の教員が関わっているものは、平成 19 年では 5事業、20 年度 5、21 年度 10、22 年
度 12 のように増え、21 年度、22 年度では、事業の 3 分の 1 が複数の教員が関わっているもの
であった。 
〇平成 21 年度より、地域文化学科に芸術文化コースが新設され、21 年度では 28 事業中 14 事業、








3-2 平成 16 年度から 18 年度の 3 年間の事業報告での課題からの検討 












 集計結果からは見えない部分も多いが、事業への参加者が事業数の増加率に比べて 2 倍になっ
ていることは、広報、集客法の改善の結果とも取れる。
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り、外部の講師や、出演者との共同で、その可能性を広げている。施設面での不足はあるが、身
近なホールとして活用価値は高く、平成 21 年度からは、鳥取県東部で行われるセンター事業の 4
分の 1 がアートプラザで行われて、学外に開放されている。
（７）センターの使命・意義の再確認 














  平成 21 年度より、地域文化学科に芸術文化コースが新設され、センター事業の多くに学部生






   独自に企画・実施した芸術創造プロジェクトや、県外・国外でもモデルとして評価、認知さ
れる事業が行われたかは、今後の事業の継続、発展によると思われる。
   様々な個性の出演者による上演や、様々な個性の参加者を対象としたワークショップ、病院
や障がい者への上演は継続して行われていた。年々事業数が増加している。






  そのほか HP での情報発信については、センター関連のもの以外は行えていない。
  豊富な資料と親切な専属職員のアートライブラリーを学生や地域住民に開放するという夢は未
だ実現を見ていない。



























鳥取大学附属芸術文化センター事業報告 平成 19～22 年度 
鳥取大学附属芸術文化センター事業報告 平成 16～18 年度 
田結庄順子編著 地域社会に育ち・学び・生きる 山陰地域における福祉と教育環境の問題 多賀
出版 1995 
柳原邦光他編著 地域学入門－〈つながり〉をとりもどす－ ミネルバ書房 2011 
 
（2012 年 2 月 3日受付, 2012 年 2 月 10 日受理） 
   
